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消波用コンクリート フヽいロツフとしてはノテ トラF ツ`ド′い面体プロックなどがあるが

た来のブロツクのうちではデトラ漱 ソヽドがキ史壮ぶよバ消跛熊力にお )`て景 t優 れている

と考えられ う。 こ か し済疲能カバテ トラポッドよりさらに大 きくノキ定社 においマモニ友

ιであ`いマtテ トラポツドより優木て Dヽる コンク 図 _了  2ト ン中杢コ〕クリート・プロツク

リートブロック とtマ′図-1の ようなや杢プ

ロックが当研え宝にお )`マ考車 LノVTキの海岸

工考講演会 Z 癸゙象 tた。

ヤ左プロックの運以冴漱混の直主生lc作用す

る波 の圧力のデP>効 果ノ反射茨島およデ疲のは

1ヽ上り高さの誠)>なといは上記講演にあ`いて祭表

tた ので′昨年秋より十空ブロツクの著え友 に

フ 。ヽマ′メ下`〔示すような実験 を行 いィ種々な

疲高に対する書えプロ ッヽクの菫置 を求めた。

2′ 実瞬b親 書

実験水槽 ,よ図-2の ような片面がラス張り入製水槽ぞ′

/′ 鍾 および/91ヒ ′ 波 島 H≒ 7～2ア″ ′ 跛

長 L。≒″ 0～ フ 0鏃 ノ 波形 勺配 りえ 。■σ“ J

～ θ OεOの 波 1た し′セ 満 に試 置 した総看 堤

の薇覆を中杢プロツクび2層 岩に tた鹿 ぐの

T多状 の構土物 (外法の勾配 /イ 5)に 砕波亡

衛英きせ′そのときのプロックキ庭凌 を写真

ぉょび肉EFKで■ll定した。

3.実 験結果

掌臭および肉眼の観幕によ`)′次の5穂数

その一飾 より月期 T■ ′う史c′

実 験 フK構

|=分類■ll定した。

a)キ  定 (まつたく勤猛すず
'ノ
 tと くは牧個がわすがに動猛する程度で′転落な t。)

`)人体キた C支個がわタカ``〔勤猛 tマノ不讐たなプロックがん2個転落する。)

c)を定7FK界oθ教個が勤猛 してノ ′～ 4個 黙沐 する。)

メ)やゝ不密た (栓ツ本的に勤猛 とてノ4～/°目がな落する。)

θ)不 キ た (仝本的に大きく動猛 tてノ/°個以上転落する。)
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